
東京医科大学病院の理念と基本方針
 理　　念
人間愛に基づいて、患者さんとともに歩む良質な医療を
実践します。
 基本方針　
本学の校是である“正義・友愛・奉仕”を実践します。
1. 患者さんと信頼関係を築き、安心で開かれた医療を提供
します。
2. 地域医療機関と連携して良質で高度な医療を提供します。
3. 人間性豊かで人類の福祉と幸せの実現に貢献できる
医療人を育成します。
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病院長　新年挨拶

総合相談・支援センター センター長　新年挨拶

　新年を迎え、皆様には益々ご清祥のことと存じます。昨年、地域の先

生方との一層の信頼関係の構築を目指して、「医療連携医登録制度」を

開始いたしましたが、今年はこれをより充実させてまいります。

　昨年 4月の診療報酬改定では長期処方の取り扱いが明確化され、大病

院の外来患者さんで 1）病状が安定している、2）服薬管理ができる、3）

病状変化の際の連絡先の周知の要件を満たさない場合は、a）30 日以内

の再診、b）200 床未満の病院又は診療所への紹介、c）分割指示に係る

処方せん交付のいずれかの対応を行うことが明記されました。当院は高

度急性期病院としての役割を担うため、地域の先生方との「ふたり主治

医制」を推進し、一層の連携を図ってまいりたいと存じます。患者さん

や医療機関の皆様から選んでいただける病院作りを行いますので、これ

からもご指導、ご支援をよろしくお願い申し上げます。
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　新年を迎え、皆様にはご清祥のこととお慶び申し上げます。東京医科

大学病院は、昨年創立 100 周年を迎えましたが、今年は次の 100 年に

向けて新たな一歩を踏み出したところです。新病院棟の建設も平成 31

年の完成を目指して急ピッチで作業が進められております。

　当院は特定機能病院・地域中核病院として安心安全な医療とともに高

度先進医療や急性期医療を提供しておりますが、地域医療機関の皆様と

の緊密な連携を推進してまいりたいと考えております。

　昨年から、地域の医療機関と協力し合い相互の機能を有効に利用する

ことによって、患者さんに一貫性のある良質な医療を提供すべく「医療

連携医登録制度」を開始いたしました。この制度を活用することによっ

て、地域の先生方とは病診連携、病病連携をさらに深め、大学病院とし

ての役割、責任を果たし、効率的な紹介、逆紹介をさらに高められるよ

う努力して参ります。これまで以上のご支援を賜りますようよろしくお

願い申し上げます。
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内視鏡センター主任教授　就任挨拶

感染制御部部長・感染症科科長　挨拶

　この度、平成 28 年 12 月 1日付をもちまして、東京医科大学消化器

内視鏡学分野主任教授に就任いたしました。これまで上部・下部消化管

の検査・治療を消化器内科、消化器外科の先生方とともに行い、特に患

者に優しい内視鏡を目標に、積極的に経鼻内視鏡、鎮静下内視鏡を導入

してまいりました。今後もチーム医療、病診連携を大切にし、地域の皆

様に安心・安全・正確な医療を提供できるよう努力してまいります。

　また今年度より胃がん検診として、内視鏡検査が導入されました。私

は日本消化器内視鏡学会において、関東支部長ならびに「内視鏡検診・

健診あり方委員会委員長」を拝命しております。検診領域においても地

域の先生方と情報共有・ご協力させていただきたいと考えております。

何卒よろしくお願い申し上げます。

　昨年 1月より、感染制御部・感染症科の診療科長に就任させていただ

きました。

　最近は旅行などで人々の移動距離が増え時間が短縮され様々な感染症

が、瞬時に広がってしまうようなことを思い浮かべるかも知れません。

実際には肺炎や尿路感染症などの感染臓器が特定される疾患から、敗血

症や難治性感染症などのように特定の臓器に感染が限定されるわけでは

なく多岐・全身に及ぶことも多くあり、耐性菌などに対する医療も必要

となってきています。このため受診診療科をどこに相談するのか迷われ

ることもあると思います。当科には感染症指導医・専門医があわせて 3

名在籍しており、細菌感染症、ウイルス感染症、HIV感染症、結核性疾

患、性感染症、寄生虫疾患を含め幅広い感染性疾患に対応しております。

前述のこれまで受診診療科への判断に苦慮していた症例なども引き受け

ていきたいと思います。

　今後も医局員とともに、地域の先生方との病診連携を大切にし、地

域の皆様方に安心・満足いただける地域の健康に貢献する医療を提供

できるように力を注いでまいります。今後もどうぞよろしくお願い申

し上げます。

内視鏡センター主任教授
（消化器内視鏡学分野）
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感染制御部部長・感染症科准教授
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東京医科大学病院  総合相談・支援センター 東京都新宿区西新宿 6 丁目 7 番 1 号　TEL 03-3342-6111（代表）
http：//hospinfo.tokyo-med.ac.jp/　発行責任者　羽生 春夫

より多くの人へ適切に情報を伝えられるよう配慮したユニバーサルデザインフォントを採用しています。

＊講師及び講演テーマにつきましては変更される事もございますので予めご了承ください。

2016年 12月 8日現在

2017年（平成29年）東京医科大学病院 市民公開講座
⃝通常は 17：00 開場 17：30 開演 18：30 終了予定（質疑応答 10 分含む）
⃝二部制の場合は　16：30 開場 17：00 開演　18：40 頃終了予定（質疑応答 10 分含む）
　（第一部 17：00 ～　第二部 17：45 頃～  各 45分目安）

敷地内駐車場の閉鎖について
駐車場・駐輪場ご利用の皆さまへ
　東京医科大学病院では新病院建設工事に伴い、
平成 27 年 12 月 29 日をもちまして駐車場を閉
鎖いたしました。また、駐輪スペースも著しく減
少しております。
　ご来院の際は公共交通機関をご利用くださいま
すようお願い申し上げます。お車でご来院の際は、
近隣施設の駐車場等をご利用ください。
※�当院による駐車料金割引制度はございませんのでご了承
ください。（駐車料金等は平成 29年 1月現在のものです）

ご来院の皆さまには、長期間
に渡りご不便をおかけいたし
ますが、何卒ご理解とご協力
を賜りますようお願い申し
上げます。

医療連携医登録制度スタート
　当院では、国の政策に基づいて、かかりつけ医と大学病院が役割分担を明確にし、協力して質の高い医療を
提供する「ふたり主治医制度」を推進しております。この度、多くの先生方のご参加をいただき、このふたり
主治医制度を更に進めて、患者さんの紹介・逆紹介をより向上するために、平成 28年 9月より「医療連携医
登録制度」の運用を開始いたしました。
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駐車料金 ￥300／30 分
（24H 時間営業）

24 時間最大料金 2700円

ヒルトン東京・
新宿国際ビルディング
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東京医科大学病院

開催月日 科　　名 講　　師 講 演 テ ー マ

2 月 24 日（金） 高齢診療科 羽生 春夫 主任教授 認知症の正しい理解と予防

3 月 29 日（水） 眼科 ①川上摂子 講師
②山本香織 助教

あなたの「見たい」を守りたい！
　〜早期発見・治療のすすめ〜
①加齢黄斑変性について（仮）
②糖尿病網膜症について（仮）

4 月 28 日（金） メンタルヘルス科 高江洲 義和 講師 健康のための快眠法（仮）

5 月 26 日（金） 脳卒中センター ①馬原 孝彦 准教授
②橋本 孝朗 講師

脳卒中の予防と治療（仮）
①隠れ脳梗塞と一過性脳虚血発作を
　正しく知って脳卒中から逃れよう
②切らずに治す脳卒中

6 月 30 日（金） 神経内科 赫　 寛雄 准教授 パーキンソン病（仮）

7 月 19 日（水） 循環器内科 髙田 佳史 准教授 睡眠時無呼吸（仮）

平成 28年 11月 25日撮影


